
事業概要シート

≪

【事業の目的・概要・対象】

【背景】

165,429 千円

67,419 ≫千円

国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 6,000 千円

一般財源 159,429 千円

担当課 教育委員会文化振興課 課長 大野　安生

担当者 末長　裕幸 問合せ先 0957-53-4111（内線386）

施策 0302 芸術・文化の振興
≪≫の金額　現年度当初・補正予算、前年度繰越額の合計
　　　　　　※補正予算要求時は今回の補正予算額を除く
　　　　　　※次年度予算要求時は次年度繰越額を除く

事業名 体育文化センター設備改修事業 拡充 予算額

事業期間 平成29年度 ～ 財
源
内
訳

根拠法令
要綱等

　体育文化センターは、築２５年近くが経過し、設備が老朽化してきている部分や、機器の更新、デジタル化
など最新の機器への対応などが必要な箇所が出てきており、計画的な改修が必要である。

　体育文化センターは、芸術文化活動の拠点となる施設であり、施設がその機能を十分に発揮し、市や市民が
行う活動に支障が出ないように維持管理整備を行う必要がある。

　　さくらホール設備改修
　　　　　照明設備改修　　ＬＥＤ照明対応へ改修
　　　　　音響設備改修　　デジタル音響対応へ改修
　　空調系設備改修
　　　　　中央監視システム更新
　　外壁診断及び外壁改修
　　備品更新
　　　　　トレーニングマシン　バスケットゴール・新体操マット

 体育文化センター：文化・スポーツの中核施設  

  　　築約２５年以上　　                   

    ・ 設備・備品の老朽化      機器の劣化  使用期限超過　          
           　　　　　　　　　　ＯＳの非対応            
           　　　　　　　　　　修理部品なし            

    ・ 新しい技術への対応      ＬＥＤ　　デジタル化            

  　　計画的な設備改修が必要

  故障などのトラブルなどを減らし、                     
  様々な演出が行えるようにし、更なる中核施設に     

　
課
　
題
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【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】（千円）

指標名 単位
Ｒ４

(実績)
Ｒ５

(計画)
Ｒ６

(計画)
Ｒ７

(計画)
Ｒ８

(計画)

改修工事数 計画値 件 1 1 1 1 1

計画値

指標名 単位
Ｒ４

(実績)
Ｒ５

(計画)
Ｒ６

(計画)
Ｒ７

(計画)
Ｒ８

(計画)

設備改修率 計画値 ％ 60 60 60 65 65

計画値

事業費は当初・繰越・補正予算の合計額

年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 合計
事業費 28,196 11,319 67,419 165,429 80,000 55,000 407,363

国庫支出金 0
県支出金 0
地方債 0
その他 1,000 1,542 6,000 8,542

一般財源 28,196 10,319 65,877 159,429 80,000 55,000 398,821
人件費 2,688 2,476 2,532 2,282 2,282 2,282 14,542

職員(人) 0.36人 0.34人 0.34人 0.30人 0.30人 0.30人 1.94人
時間外勤務(h) 35h 2h 30h 50h 50h 50h 217h
会計年度任用職員(人) 0.00人

フルコスト 30,884 13,795 69,951 167,711 82,282 57,282 421,905

妥当性
(市の関与)

市の施設の改修であり、市が行うべき事業である。

有効性
(施策貢献度)

体育文化センターは、芸術文化活動を行う本市における拠点施設であり、その維持整備は施
策に必要なことである。

効率性
(コスト)

今年度から本格的に工事が開始されるが、今後事業を行う上で検討していく。

1次評価 築２５年となり、施設・設備の改修・更新は不可避であり、事業の拡充は必要。

2次評価 一次評価のとおり


